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画像や音声を豊富に取り入れたオンデマンド授業
で、それぞれのペースで楽しく学べる授業を実現

　オンラインで行う授業は、大きくオンデマンド授業とリアルタ
イム配信授業に分かれるが、「中国語Ⅱ選択 B口頭表現」では
オンデマンドとリアルタイム配信を交互に行うのが大きな特徴
だ。オンデマンド授業を「解説編」、リアルタイム配信授業を「応
用編」と位置付けて、1つの課を2回に分けて学ぶ構成となっ
ている。
　「Waseda Moodle のオンデマンド授業によって、単語や文法
の知識を各自でしっかり吸収した上で、翌週に Zoomでのリアル
タイム配信授業に参加してもらいます」。学生によって中国語の
レベルに差があっても、自分のペースで知識が定着するまで何
度でも学び直せるのは、対面授業にはないオンデマンド授業な
らではのメリットと言える。
　このオンデマンド授業の資料は、陳先生がPowerPoint でゼ
ロから作成している。資料を作成する際には、中国語の単語と
日本語訳が並ぶだけの従来の教材とは異なるものを目指したと
いう。「具体的には次の3つの点を重視しました。1つ目は、文
字だけでなく、画像や音声を豊富に取り入れて楽しく学べるよう
にしたこと。単語が画像や音声と結び付くことで、日本語訳を介
さずに単語を理解できるようになったと思っています。また、学
生たちの単語の誤用も減らすことができました」。
　重視した点の 2 つ目は聴解力で、聞き取り能力の向上を意識
したという。「日本人は、中国語を文字で見て理解できても聞き
取れないことが多いので、まず音声の聞き取りから入るようにし
ました。どの程度聞き取れるかを自己確認してから、次は文章を
見ながら読んで、聞き取れなかった単語や表現を記憶にとどめ
てもらうようにしました」。さらに3つ目として、授業内では時間
的に紹介しきれない中国に関する動画やURLのリンクの紹介に
も力を入れた。「例えば、中国の正月の行事など、学生たちが授
業以外でも中国に関心を持って自主学習を促すように工夫しまし
た」。

Zoomのブレイクアウトルームでグループごとに
中国語会話を作成し、応用力を身につける

　翌週のZoomを使ったリアルタイム配信の授業では、オンデ
マンド授業での学習を踏まえて、会話の練習や発音の矯正など
に取り組んだ。まず、オンデマンド授業で寄せられた質問や疑問
の中から必要なものについては追加で解説を行い、単語や語彙
の意味などを問う小テストを実施。その後は、Zoomのブレイク
アウトルーム機能を使って、30人のクラスを2～3人ずつのグ
ループに分けた。
　「少人数のグループで会話の練習をするためです。その際、単
に教科書の会話文を練習するだけでなく、教科書の単語を使う
などの条件を指示し、グループごとに会話を作成してもらいまし
た。自分たちで会話を作ることで、応用力をつけることができま
す」。グループ内で協力し合いながら会話文を作るためゲーム的
な要素もあり、学生のモチベーションアップにもつながったとい
う。
　ブレイクアウトルームでの練習後は、いくつかのグループに会
話文を発表してもらい、会話の内容と発音を個別に指導した。
その際、オンライン授業ならではのメリットを感じたと陳先生。
「会話文を作るときは、グループ内で紙に書いてスマホで撮影し
て、それを画面共有しています。そのため、全員の前でパフォー
マンスする際にも、聞いてわからない人がいれば画面共有ですぐ
に会話の内容を見せることが可能です」。また、発音を指導する
際には口の形や開き方を見る必要があるが、対面授業では他の
学生の口元を見るのは難しい。しかし、Zoomなら細かいところ
もよく見ることができる。
　もちろん、Zoomのブレイクアウトルームでは、教員は各ルー
ムを個別に訪問して指導することになるため、対面授業では可
能な「クラス全体を見渡して、気になったグループに声をかける」
といったことは難しい。それでも、オンライン授業で学生同士が
コミュニケーションを取りながら、グループで会話を作成すると
いう授業ができたことに手ごたえを感じているという。

それぞれの目的に合わせて、オンデマンドと
リアルタイム配信で異なる形式の小テストを実施

　すでに述べたように、「中国語Ⅱ選択B口頭表現」ではオンデ
マンド授業とリアルタイム配信授業を交互に行うが、授業内で実
施する小テストも目的に合わせてそれぞれ異なる形式となってい
る。まず、オンデマンド授業の回は、Waseda Moodle 上で小
テストを行う。一方、リアルタイム配信授業では Zoomの投票
機能で作成した小テストを実施したという。
　「オンデマンド授業の小テストは、満点を取ることで出席とみ
なすので、満点を取るまで何度でも繰り返し受けられるように設
定しています。オンデマンド授業で学んだ知識がしっかり定着さ
せるのが、この小テストの狙いです」。小テストの問題形式は毎
回異なるというが、例えば単語の音声を聞いてそれを中国語で書
き取ったり、日本語に訳したり、逆に日本語を中国語に訳したり
などさまざまな出題方法が可能だ。
　リアルタイム配信授業での小テストは、「匿名」で行うのが大
きな特徴だ。つまり、テストといっても個別に採点するわけでは
ない。Zoomの投票機能を使って作成した問題に全員で回答（投
票）し、回答後は全員で答えを確認する。「Zoomの投票機能な
ら1問目はどれが正解だったかだけでなく、何人が間違えていた
かといったデータも全員で共有できます」。毎回単語の聞き取り
など10 問程度を出題する。
　「Zoomの投票機能による小テストは、匿名なので誰が間違え
たのかは教員にもわかりませんが、クラス全体の理解度や（単語
の）吸収度を把握できるのがメリットです。学生にとっては、匿
名ということで気軽に参加できるのもメリットと言えるでしょう。
もちろん、間違った本人にはわかるので、例えばある問題を自分
だけが間違っていた場合、これからは気をつけようなどと意識で
きることもよい点だと思っています」

学生に馴染み深い「QRコード」を使ったアンケート
で、コメントや質問を積極的に受け付ける

　学生からのコメントや質問を受け付ける際も、オンデマンド授

業とリアルタイム配信授業で異なる方法を採用している。オンデ
マンド授業では、資料にQRコードを埋め込み、QRコードを読
み取ることでいつでも質問や感想を送れるようにした。「従来の
アンケートなどと比べて学生により親しみやすい方法は何かを考
え、QRコードを選択しました」。
　従来のアンケートでは授業の最後に提出することが多いが、
QRコード方式なら、オンデマンド授業中に疑問が出たら、即座
に送信することも可能だ。「授業の最後まで待つより、疑問が出
たらすぐに送れたほうがいいと思いました」。ただし、QRコード
からでは送信者の特定ができないため、返信が不要なものに限
られるという。
　また、リアルタイム配信授業の際はQRコードは使用しない。
授業時間が終わっても陳先生が Zoomに最後まで残って、質問
などがあれば直接対応する。さらに、Moodle のチャット機能
も活用していて、オンデマンド授業の際も先生からの個別の回答
が必要なものなどはMoodle のチャット機能を使用するといっ
た使い分けをしているという。Moodle のチャットでのやり取り
も非常に活発で、300 ～400 以上の投稿がされることもある
そうだ。
　今後は、より効果が期待できる ICT ツールの導入を検討して
いきたいという陳先生。具体的に注目しているのは、オンライン
学習アプリの「Quizlet」だ。単語カードでスキマ時間に勉強し
たり、他の人とカードをシェアしたりできるほか、小テスト機能
なども備えている。「Quizlet は、教員であれば自分の『クラス』
を持てるのもメリットです。学生が協力し合いながら単語カード
を作成して勉強していければと考えています」。
　またもう1つ考えているのが、入手可能な中国語のビデオを再
編集して、教材として使用することだ。「現状の教材は音声だけ
ですが、中国事情などを解説する2～3分の動画を用意したい
と思っています。字幕の有無や速度などを調整できるようにして
おけば、それを繰り返し視聴することで、聴解の練習もできるし
中国事情も学べます。要約などを課せば文章の訓練にもなると
考えています。これからも、さまざまな ICT ツールを活用して、
学生の参加意欲の高い授業を作り、学生と共に成長していきた
いです」。

Zoomの投票機能、QRコードなどさま
ざまな ICTツールの工夫で、オンライン
授業のメリットを生かした授業を展開
コロナ禍で、早稲田大学着任当初からオンライン授業となった陳先生。オン
ラインならではのよさを生かそうとさまざまな工夫を施した。具体的には、
Waseda Moodleをはじめ、Zoomのブレイクアウトルームや投票機能、
Googleフォームなどの ICTツールを目的に応じて使い分けて、学生の参加
意欲を高める授業を目指したという。数々の取り組みは、学生授業アンケート
で「有意義な授業であった」が6点満点となるなど学生から高い評価を得た。
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